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1　は　じ　め　に

1980年の調査によれば，青森県のリンゴ周における紋羽

病の発生率は，県全体で8．7％である1）とされ，非常に多

い実態にある。

ここでは，1985年と1986年に，わい性台リンゴ樹を対象

として，紋羽病の発生実態を調査したもののうち，発生率

と土壌物理性との関係についてとりまとめた。

2　試　験　方　法

青森県津軽地方のリンゴ集団栽培園から50地点のわい化

園を選び，紋羽病の発生率を調査した。紋羽病の確認は，

1985年8月から10月まで，根元の土を掘り上げ．菌の寄生

の有無で行った。また，1986年には，土壌物理性を実容積

法（100mg円筒使用）によって測定した。

3　試験結果及び考察

（1）土壌の種類（地質母材）別の検討

紋羽病発生率と土壌の種類並びに土壌物理性との関係は

図1のとおりであった。

これによると，5土壌のうち，発生率が最も高かったの

は，火山灰土壌－1であり，次いで，残積土壌－1と火山

灰土壌－2が高かった。一方，残積土壌－Zでは発生が少

なく，埴質沖積土壌では発生が皆無であった。

発生率の高い火山灰土壌－1では，発生が全く認められ

ない埴質沖積土壌と主要根群域が褐色埴土層からなる残積

土壌十2よりも固相率，固相重量が小さく，全孔隙率並び

にpFl．8時とl河3．0時の孔隙量が大きかった。

この孔隙量が大きい土壌で紋羽病の発生が多いという結

果については，1955年田町ら■），1967年荒木2）も同様の報

告をしている。

一方，田町ら▲）は，孔隙量とともにげ水分保持量につい

ても言及し，1ガ水分保持量の小さい土壌で紋羽病の発生が

多かったとのペているが，本試験結果では，Ⅰポ1．8時とげ

3．0時の水分保持量が火山灰土壌－1と埴質沖積土壌並び

ぬ残槙土壌－2との間に大差がなかった。しかし，高い発

生率を示し，主要根群域がシラス質土壌からなる残積土

壌＋1では，pF孔隙量が大きいとともにl渾水分保持量が小

さかった。特に，げ3．0時のような乾燥状態に至った時の

水分保持量が極めて小さかった。この事実からすると，紋

羽病発生の助長要因として，圃水分保持量をも無視できな

いと考える。

（2）同一土壌（統）内での検討

絞羽病の発生と土壌物理性との関係について，同一堆積

層序を示す火山灰土壌－1（黒ボク土壌：弘前続3））の21

園地を対象として検討した結果は表1のとおりである。

これによると，先に検討した土壌の種類（地質母材）別

に差があった固相率，固相重量，全孔隙率では，紋羽病発

率との間に相関関係を兄い出すことができなかったが，げ

1．8時とげ3．0時の孔隙量並びに水分保持量との間には，

強い相関関係が認められ，pFl．8時とpF3．0時の孔隙量が

多いほど，また，それらの水分保持量が小さいほど発生率

が高い傾向にあった。

田町ら●）は，げ水分保持量を地質母材別に測定したとこ

ろ，紋羽病発生率の高かった地帯には，水分保持量の小さ

い土層が存在していたとのべているが，本調査結果では，

同一土壌（統）内で検討しても水分保持量の小さい土壌で

発生が多い傾向にあった。

以上，土壌の種類（地質母材）別に検計した結果と同一

土壌（統）内で検討した結果の二つの内容から．紋羽病発生

率の多少と土壌物理的要因について推察すると，紋羽病が

発生しやすい土壌は，固相率，園相重量が小さく，全孔隊

率が大きいという火山灰土壌特有の性格があって，そのう

え，1ポ孔隙量が大きくて，逆に，pF水分保持量の小さい土

壌であると言える。

しかし，紋羽病は各地で発生が著しく，また，白紋羽病．

紫紋羽病の種類によっても発生要因が異なることをも想定

されているので，今後は，紋羽病菌，土壌環境，根の活性

の三者間の関連からの詳細な検討が必要である。

4　ま　　と　　め

青森県内のわい性台リンゴ樹を対象として，土壌の種類

別に，紋羽病発生率と土壌物理性との関係について検討し

たところ，孔隙量が多くて，pFl．8時とげ3．0時の水分保

持量が小さい土壌で発生しやすい傾向にあった。この傾向

は，発生率の高い火山灰土壌を対象とした同一土壌（統）

内で検討してみても同様の結果であった。
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土壌物理性（平均値±標準偏差）

固相率姦墓雪空
pF水分保持量　孔隙量

pFl．8　pF3．O pFl．8　pF3．0

（％）（％）（れ即）（叫／100g）　（％）

28．4　　71．9　　71．1　49．8　　38．6　22．1　33．5

±‘．1±6．1±13，1±8．1±6．5　±9．1±9．5

浮石質火山灰　　27．5　72．4　71．7　48．0　38．4　24．4　36．0

灰山
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火
層
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混
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浮
と

淡色窯ボケ

シラス質
（SL）

淡色黒ポク

褐色埴土
（CL～C）

（C～CL）

29．0　　71．3　　76．5　　44．5　　35．0　　26．9　　36．3

30．4　　69．6　　76，4　　37．3　　29．6　　32．3　　40．0

3‘．8　63．3　　99．0　32．3　19．7　31．0　43．5

±4．5　±4．5±10．4　±3，8　±1．8　±0．4　±2．8

30．5　　69．6　　72．6　　35．7　　25．3　　33．9　　44．2

41．2　　58．8　105，4　　45．0　　38．7　13．8　　20，1

±3．7　±3．7±24．4　±2．0　±2．0　±0．5　±2．9

38．0　　62．0　107．5　　47．9　　40．1　14．5　　22．3

±3．6　±3．0　±7．7　±6．0　±4．8　±5．3　±4．6

図1枚羽病の発生（率）と土壌物理性

蓑1同一土壌1）（黒ポク土壌）における紋羽病の発生率と土壌物理性との相関係数2）

因 相 率

（％）

全 孔 隙 率

（％）

p F l，8 時 p F 3．0 時 有効水分且

（％）水分保持量　　 孔　 隙　 量 水 分保持量　　 孔　 隙　 量

－0．060 N S 0．153 N S －0．615 綿　　　 0．648 ＝ － 0．643 ＊■　　　 0．594 ＊■ － 0．25 1N S

注．1）：土層を考慮した60cm当たりの加重平均で示した。2）：坤P＝0．01

ー276－


